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Study on “stock of good movement” in the Systema’s parent-kids class
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企 画 す る こ と を 身 体 化 デ ザ イ ン（Levy, 2012 ; 
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身体化認知から見たシステマ親子クラスの「よい動きのストック」に関する研究
添付資料
　システマ親子クラスの活動の例を以下に示す．
活動の内容 活動の様子
マットではさみおにごっこ
　おとなは柔らかなマットを持って，子どもを挟む．子どもは柔らかさを感
じ，動きながらからだを柔らかくしてマットから抜け出す．柔らかさを発見
した子どもは，あえて自分からぶつかってくる様子も見られた．
おとなのトンネルをくぐる・越える
　よつばいになったおとなのトンネルの上や下を進んで行く．おとなは上下
に動くこともあり，不安定な接点であるが，子どもは全身を使い，おとなの
動きに合わせることで進んでいた．
マットの下からの脱出
　マットとおとなの重さを感じて，自分が動ける隙間を見つけこの状況から
脱出する．
ごろごろマッサージ
　クラスの終盤，よく動かしたからだをクールダウンさせるためにマッサー
ジを行っている．これは，子どもの上におとながごろごろと転がるものであ
る．子どもが下の時には，おとなの動きに合わせて呼吸する姿がみられる．
感想の時間
　毎回，クラスの最後は全員で円になって，おとなも子どもも，ひとりずつ
感想をいう時間がある．参加者それぞれが感じとった学びは異なるので，他
者の学びを共有することで，自身の学びを深めることが目的である．これは
全てのシステマのクラスに共通するもので，「シェアリング」と呼ばれる．
（ 46 ）
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